
各位 

  

 日頃より当研究所の事業に対しまして、ご理解・ご協力をいただき誠にありがとうござい

ます。この度下記シンポジウムを開催いたしますので奮ってご参加のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

 

記 

富士山世界遺産登録 10 周年記念シンポジウム 

 

富士山とくらす私たちの生物多様性と SDGs 

―この豊さを守るために― 

 

富士山には原生的な森林から活発に利活用される草原まで幅広い生態系があり、様々な生

物が暮らしています。そして、私たち人間生活とも密接な関係を持っています。世界文化遺

産登録 10 周年の節目にあたり、富士山の生物多様性の理解を深めることを目的として、森

林の成立や草原の多様性といった自然環境に関する研究から SDGs や資源利用など地域社

会に関する研究までを幅広く紹介し、議論する場を設けました。本シンポジウムが富士山の

自然環境の豊かさと地域社会の関わりについて理解を深め、次の 10 年に向けた契機となれ

ば幸いです。 

 

日時： 令和 5 年 6 月 25 日（日曜日）13:30～16:00 

場所： 山梨県富士山科学研究所ホール 

 

1 講演 13:30~15:00 

開会挨拶 安田 泰輔（富士山科学研究所 自然環境・共生研究科主幹研究員） 

講演Ⅰ「生物多様性と SDGs」 織 朱實（上智大学大学院 地球環境学研究科教授） 

講演Ⅱ「富士山の原生的な森林」 山村 靖夫（茨城大学名誉教授） 

講演Ⅲ「富士山の二次的な草原とチョウ類」 北原 正彦（元富士山科学研究所副所長） 

講演Ⅳ 「富士山の資源利用 - スズタケ細工 -」 小笠原 輝（富士山科学研究所主任研究員） 

 

2 パネルディスカッション 15:10~16:00 

パネリスト：織 朱實、山村 靖夫、北原 正彦、小笠原 輝、安田 泰輔 ほか 

 

参加費無料 定員 100 名（先着順） 事前申込み制 

参加ご希望の方はグーグルフォームにて 5 月 25 日より予約受付開始いたします。 

https://forms.gle/bwtQzkhu12M63LY19 
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